
　台風15号、19号によって全国で多くの被害がでています。救援や避
難所の改善、生活再建が求められています。立川からも支援の輪を広げ
たいと思います。

　台風19号による被害が立川市内でも出ている中で、避難所の
対応や防災無線などについて市民から要望が寄せられています。
　日本共産党市議団では、10月16日、市長に台風災害について
教訓を生かし改善を求める要望書を提出しました。その内容は
①防災無線が聞こえない地域があり増設すること②多摩川河川

敷のグランドに被
害が出ており改修
すること③日野橋
の速やかな改修④
避難所に食糧、水
などを用意するこ
となどです。

子どものインフルエンザ　予防接種補助を

　科学教育センターが素晴らしい
活動をしています。教育長から子
どもたちの科学に対する意欲が高
いと紹介があり、私も予算の充実
を求めました。また、子ども科学センターの建設を提
案しました。教育長は、既存の施設の活用で取り組め
ると答えました。引き続き、夢のある施設ができるよ
うに頑張ってまいります。

浅川　財政上困難と言っていたが、公約に掲げたの

はなぜか。

市長　定期接種は全額一般財源であり、そのうえ任

意接種の実施は困難と答弁したが、子育て世

代への更なる支援として公約した。

浅川　財源はどうするのか。

副市長　予算編成の中で判断する。

浅川　場合によっては、流行が始まる。今シーズン

の実施はできないか。

部長　来年度予算に計上

　　　したい。

浅川　なぜ、小学生だけ

　　　なのか。

部長　小学生以下につい

　　　ても検討する。

防災無線増設、
　グランド改修など

　３月と６月議会で、インフルエンザの子どもへの予防接種補助などを求めてきましたが、財政上

困難という答弁でした。市長が選挙で小学生への補助を公約したことについて、なぜ小学生だけな

のかなどについて質
ただ

しました。

浅川　市長の公約よりも幅を広げるということか。

部長　重症化予防と２回接種が必要ということを考

えて小学生以下も対象としたい。

浅川　負担軽減というなら小学生だけでなく未就学

児も２回接種が必要で拡大は当然だ。

▲対策を申し入れ

▶壊れたグラウンド（左）
　陥没した日野橋（右）

子ども科学館建設を


